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表紙ビーチバレー大会

　お倉ヶ浜海水浴場で7月15日、

「遊・YOU・ゆう」ビーチバレー大

会が開かれました。これは日向市青年

団連絡協議会（高瀬直樹会長）が、日

本の渚100選のお倉ヶ浜の輝く太陽

の下、市制50周年記念の市民企画事

業として開いたもので46チーム、約

200人が参加。

　参加者たちは、照付ける暑い日ざし

の下で、わきあいあいとプレーしてい

ました。

■
特
集

第
4
回
日
向
市
議
会
報
告

■
市
政
の
動
き

こ
み
の
不
法
投
棄
の
情
報
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結
、
日

向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
の
愛
称
が
決
定
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
ル
ー
ム
が
開
所
、
亀
崎
北
土
地
区
画
整
理
事
業

竣
工
武
ほ
か

■
ま
ち
の
話
題

朝
の
き
ら
め
き
コ
ン
サ
ー
ト
、
第
4
7
回
日
向
市
消
防
操
法
大

会
な
ど

■
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

平
成
1
3
年
度
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
、
日
向
市
一
T
講
習
会

第
3
期
生
募
集
ほ
か

㌻この広報紙は再生紙を使用しています。
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会づ　　　口

た
。今

月
号
で
は
、

可
決
さ
れ
た
議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

難
弧
一

　
　
　
　
　
　
　
｝
ド

に
設
置
し
て
い
ま
し
た
コ
男
女

共
同
社
会
づ
く
り
推
進
ル
ー

ム
・
さ
く
ら
館
」
は
本
市
の
男

女
共
同
社
会
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
、
多
く
の
団
体
や
市
民
に

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
施
設
が
な

ノ
＼
h
尚
齢
』
首
や
身
体
障
害
者
の

利
用
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま

し
た
．
今
回
、
同
施
設
を
日
向

L
巾
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

ル
棟
に
移
転
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
の
公
共
施
設
と
し
て
「
日

向
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
推
進
ル
ー
ム
」
を
設
置
し
ま

し
た
．
．

日
向
市
職
員
の
再
任
用
に

関
す
る
条
例

’．

＝．、

公
的
年
金
制
度
の
改
配
に
よ

ぎ
噛！
細

・
り
ん
市
多
脳
裟
勾
ぜ
幽

り
、
満
額
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
が
、
今
年
度
以
降
価
歳
へ
段

階
的
に
引
き
ヒ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
働
く
意
欲
と

能
力
の
あ
る
定
年
退
職
者
等
を

採
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
再
任

川
制
度
を
導
人
す
る
た
め
、
職

員
の
再
任
川
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
ま
し
た
。

日
向
延
岡
新
産
業
都
市
計
画

事
業
財
光
寺
南
第
2
土
地
区

画
整
理
事
業
施
行
条
例

面こてで論旨
イ1：　α）　f・’〈　興イr　＿iヒ。）　rif

　、f也il’11　＞ヒ｝也27μヨ

1甘∫或f寸　芋　ノ∫　・　ノく

光のけ居敷6字
ぴ西らfi三点へ財

1膿縄餅拳

駅手1醗鰭

”
≦
謹

　
キ

　
　

　
ζ

　
一
τ

　
一

　
隣

8

曾
　
　
瞳

5

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員
は
国
民
に
保

障
さ
れ
て
い
る
基
太
－
的
人
権
を

擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
を
図
る
目
的
で
設
置
．
、

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
の
定
め
に
よ

り
、
市
長
が
議
会
の
意
見
を
聞

い
て
候
補
者
を
推
薦
し
、
法
務

大
臣
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
．
．

　
市
人
権
擁
護
委
員
7
人
の
う

ち
大
山
恭
平
さ
ん
（
邸
歳
一
別

府
）
の
任
期
が
6
月
渕
1
1
で
満

．
一
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
委
員
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
，

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
は
、
地
方
税
法
4
2
3
条

に
基
づ
く
も
の
で
、
固
定
資
産

　
ラ

　
6

理
事
業
を
進
め
て
お
り
、
同
地

区
と
．
体
と
な
っ
た
秩
序
あ
る

市
街
地
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
，　

ま
た
、
重
要
な
幹
線
道
路
で

あ
る
国
道
m
号
及
び
、
平
成
m

年
に
施
行
命
令
が
出
さ
れ
た
東

九
州
自
動
滑
道
日
向
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
を
結
ぶ
国

道
3
2
7
ロ
ヴ
バ
イ
パ
ス
の
、
両

各
・
泉
）
父
汎
塊
用
L
「
．
句
二
μ
F
｝
、
　
H
り

星
。
ギ
9
索
【
伯
．
．
．
面
μ
：
f
し
　
　
　
ハ

辺
地
域
の
健
全
で
機
能
的
な
市

街
地
開
発
を
図
る
た
め
、
こ
の

事
業
を
行
う
も
の
で
す

日
向
市
退
職
年
金
の
年
額

の
改
定
に
関
す
る
条
例
の

「
部
を
改
正
す
る
条
例

部こ
をの
改条
【il例

すは
る　’

法因
　　ほじロ

配給
が法
本等
年の

■

♂・幽

囚

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
の
不
服
審
査
請
求
事

件
の
審
査
な
ど
を
行
う
も
の
で

す
。
ヘ
ノ
回
、
委
員
の
う
ち
、
佐

藤
倉
市
さ
ん
（
紹
歳
一
亀
崎
東
）

が
6
月
7
日
で
任
期
筒
r
と
な

り
ま
し
た
が
、
次
期
も
引
き
続

き
お
尉
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．
．

　
佐
藤
さ
ん
は
本
市
の
職
員
と

し
て
斜
年
間
勤
務
し
、
ヒ
地
問

題
に
豊
富
な
経
験
と
見
識
を
持

っ
て
お
り
、
固
定
資
産
の
評
価

に
も
精
通
さ
れ
て
い
ま
す
｝
、

日
向
市
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム
条

例　
．
平
成
H
年
6
月
、
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
が
公
布
・
施

行
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も

「
日
向
∵
巾
男
女
吐
ハ
同
参
画
．
フ
ラ

ン
」
を
策
定
す
る
な
ど
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
、
平
成
9

年
4
1
1
に
k
月
少
年
ホ
ー
ム
3
階

①男女共同参画社会づく

り推進ルーム。②財光寺

第2区土地画整理事業予

定地。③完成した新財市

住宅。④全庁LANのサ

ーバー。
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ヘ
ノ
回
の
補
卍
r
算
に
つ
い
て
は
、
国

県
等
の
補
助
内
．
小
に
伴
う
事
裳
を
中
心

に
、
緊
急
か
ρ
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

の
補
正
で
す
．
、

　
歳
入
で
の
補
正
の
直
な
内
訳
を
見
る

と
、
地
方
交
付
税
が
2
億
3
6
8
5
万

2
0
0
0
円
の
増
、
国
庫
支
出
金
が
2

億
9
f
4
4
7
万
8
0
0
0
円
の
増
、

県
支
出
金
が
1
億
4
5
5
4
万
3
0
0

0
円
の
増
、
繰
越
金
が
1
億
5
千
9
8

5
万
円
の
増
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
歳
出
の
内
訳
は
、
総
務
費
で
1
4
2

9
万
3
0
0
0
円
、
衛
生
費
で
1
億
6

6
9
万
3
0
0
0
円
、
農
林
水
産
業
費

で
9
8
5
0
万
6
0
0
0
円
、
ヒ
木
費

。　oの

00総そ
。円rの
円増算結
とのは果
な？　”り≡9・F
ま6‘甑’」父

し億713

た34年
　42度
　2　2の
　2万日
　万5向
　50市

で
5
億
3
1
1
6
万
5
0
0
0
円
、
教

育
費
で
1
億
3
0
4
8
万
5
0
0
0
円

の
補
．
止
r
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
、
、

　
今
回
の
補
．
止
に
よ
る
、
し
な
事
裳
等
及

び
歳
入
歳
出
の
内
訳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
右

表
及
び
ド
表
の
と
お
り
で
す

　
ま
た
、
．
卜
水
道
事
裳
、
介
護
保
険
事

業
、
日
向
入
郷
地
域
介
護
認
定
審
査
事

業
、
及
び
老
人
保
健
事
裳
に
つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
補
正
r
算
を
計
し
し
ま
し

た
．
．

一般会計補正予算の内訳

歳　入
r

国
・
県
の
補
助
事
業
に
伴
う

予
算
を
計
上

地方交付税
国庫支出下
県支出金

寄　附　金
繰　越　金
二一収．．入

市　　　債

「　　　　’　騒‘

5，284．890　　　236β52

3，215，509　　　294、478

乳433、590　　　145，543

　　　　3　　　6，010
　　　　1　　　159，850

　553，690　　　　12，192

2，66Z805　　　119，300

（単位　一円）

「　　乙．’　諏≡

5，521，742

3，509，987

1，579，133

　　6，013

　15918『
　565，882

2，787、105

歳入合計 21，66α000　　　974，225　　　22634225

歳　出

議　会　費

総務費
民　生　費

．．．衛生費
農林水産業費

　237，321　　　　　　724

2，13113下Z「　　　　14293

5，275，129　　　　80，159

1、368，060　　　　106，693

1312880　　　　98，506

1、856，321　　　　　9，213

4，536，135　　　531，165

　819，324　　　　　　987

2，σ26，086　　　　13α485

　16，122　　　　　2，000

（単位　千円）

商軸壁
土木　費
消　防　費
教育．費一
災害復旧費

　238，045

2，145，607

5，355，288

1，474，753

1，41工386

1、865，534

5，067，300

　820、311

2，156，571

　18」22

歳出合計 21，660．000　　　974225　　　22β34，225

　補正予算にみる

主な事業等

◇子育て支援乳幼児医療助成金

　受診件数の増加に伴う医療費あ

増加による所要額を補正しまし
た。

◇21世紀を担う村づくり事業補

助金

　田の原営農研修センター建設に

対し助成します。

◇水と緑のみやざき農村整備事業

　鹿場地区に給水管の敷設を行い

ます。併せて塩見城止止の整備を行

い、給水施設や休養施設を新設し

ます。

◇商業タウン・マネジメント計画

策定事業費補助金

　TMO構想に盛り込まれた事業

実施に向けた計1面策定に対し助成

します。

◇商店街等活性化事業補助金

　TMO（まちづくり機関）が実

施する空き店舗対策事業へ助成し
ます。

◇新図書館システム導入事業

　図書館業務基幹システム導入に

より、日干屋公民館、細島公民館、

南国向公民館、及び美々津公民館

から貸し出し予約が可能となりま

す。また、各家庭や学校からもイ

ンターネットで図書の検索ができ

るようになります。

◇百町原地区基盤整備促進事業

　今年度から3か年で、農地及び

用水路を整備します。なお、本年

度の事業で用水路を整備します。
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い年

例
は
．
平
成
7
年
度
か

ま
で
の
話
画
で
事
婁

い
る
、
市
営
新
財
市

替
え
事
業
で
6
期
．
L

層
耐
火
3
階
建
て
1

8
月
末
に
完
成
す
る
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）
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し
　
　
　
し
・
～
l
i
カ
ー
レ

用
を
好
め
る
た
め
の

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

八
1
1
が
八
！
年
4
月
1
1
1
に
公
布
・

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
補

償
基
礎
額
を
引
き
し
げ
る
よ
う

条
例
の
改
．
止
を
行
い
ま
し
た

　
ま
た
、
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
等
E
貝
任
共
済
等
に
関
す

ま直に
すし取現
　やり在
　O紐令
　Aみ月』
　fヒ　’的

　を’i∫に

　推務ff

　進事財
　し裳政
　ての改
　い見吊：

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

日
向
市
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

日
向
市
営
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

いい」遺43
’て族月月

改改年分3】
止定金以日
しがの降に
たさ最の公
も才し低）旦布

のた保職さ
でこ障年れ
すと額金　’

　にに及本
　伴つび年

る
美
々
津
駅
前
住
宅
の
、
中
層

3
階
建
2
棟
1
2
．
1
1
が
7
月
末
に

完
成
し
、
8
月
1
1
1
か
ら
使
用

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
．
．
併
せ
て
、
昭

和
詔
年
度
建
汎
賦
の
臆
た
々
津
駅
仇
闇

住
宅
6
．
μ
の
用
途
廃
止
を
行
い

ま
し
た

る
法
律
施
行
の
．
部
を
改
正
す

る
政
ヘ
リ
が
八
ノ
年
3
月
3
0
目
に
公

布
さ
れ
、
4
月
－
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
非
常
勤

消
防
団
眞
に
係
る
退
職
服
奨
金

支
払
額
の
改
止
を
行
っ
た
も
の

で
す

　
改
直
の
㍉
ヒ
瓦
、
3
内
容
は
、
非
常

勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
奨

金
支
給
額
を
、
各
階
級
、
各
勤

続
年
数
と
も
一
律
4
0
0
0
円

引
き
し
げ
ま
し
た
．

5川の原軽羅研II多センターの建設r定地　（～整lll｝iされる塩見城北II二　7，1§盤整llli‘1環により、

3かf「1；h由iて．用・1（路なビを整備するrllllJ．原地区．8インダーネットで各家庭からの図11抄）険

索が可能となる図li｝館　9商裳再編が望まれる中心商業地

　
今
年
度
、
本
庁
及
び
出
先
機

関
を
対
象
と
し
て
、
L
A
N
の

整
備
を
行
い
ま
す
．
．
へ
－
同
、
そ

の
L
A
N
用
の
パ
ソ
コ
ン
と
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
の
購
入
を
す
る
も

72

ﾅ
す
．
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後
を
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こ
み
の
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周た園部li∫

出．島式

席部に
し長は

，　　　　　、　　　　、
L

　’今Ill

市西本
上．乏1・2亭市

室身長
で志　’
ff事川

わ務越
れ局　一

すとは
るご　’

協み宮
ワ主三　σ）　山奇

を不県
6法タ
月投ク
26棄シ
1【の　1

’情協
結｛…艮会

び提日
ま供向

こみの不法投棄は見逃しません

〔

法
投
棄
監
視
が
可
能
と
な

り
ま
す
．
．

　
柑
次
バ
＼
ご
み
の
．
明
法

投
棄
に
頭
を
痛
め
て
い
る

市
は
「
こ
の
協
定
は
宮
崎

県
タ
ク
シ
ー
協
会
目
向
支

部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
実
現
し
た
　
大
変
良
い

ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
．
杢

法
投
棄
の
防
止
に
大
き
な

効
果
が
あ
る
」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
，
市
民
の

み
な
さ
ん
も
、
モ
ラ
ル
を

守
り
生
活
環
境
の
保
令
に

務
め
ま
し
ょ
う
．
．

　
．
不
法
投
棄
の
情
報
は
市

環
境
整
備
課
（
内
線
2
6

6
2
）
へ

表
彰
状
を
受
け
取
る
中
村
さ
ん

幸
脇
地
区
に
建
設
中
の
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

「お溜出の湯」に決定しました 　
彰
脇
地
区
に
建
設
中
の
目
向
サ
ン
パ

ー
ク
温
泉
の
「
愛
称
」
が
決
定
し
、
表

彰
式
が
6
月
2
7
1
1
、
市
．
長
室
で
開
か
れ

ま
し
た
．
．

　
温
泉
の
愛
称
は
多
数
の
応
募
の
中
か

ら
中
村
r
代
．
r
さ
ん
（
梶
木
）
と
黒
木

豊
満
さ
ん
（
引
高
）
の
一
お
舟
出
の
湯
」

に
決
定
　
美
々
津
　
が
し
目
事
記
に
記
さ
れ

た
神
武
．
大
皇
東
遷
の
地
で
あ
る
と
い
う

歴
史
性
と
「
2
1
世
紀
へ
の
船
出
」
の
意

味
も
あ
る
と
い
う
の
が
選
考
理
－
田
で

す
．
．
表
彰
式
に
は
中
村
下
代
．
r
さ
ん
が

夫
の
治
さ
ん
と
そ
ろ
っ
て
出
席
．
．
喫
京

生
ま
れ
の
r
代
．
r
さ
ん
は
、
治
さ
ん
の

仕
事
の
都
合
で
訓
年
前
か
ら
日
向
市
に

住
む
よ
う
に
な
り
「
覚
え
や
す
く
て
h
」
心

　
　
　
　
れ
ら
れ
な
い
名
前
を
と
考

　
　
　
　
え
ま
し
た
．
．
ど
う
、
，
⊇
へ
阿

　
　
　
　
　
　
　
力
非
・
舟

出
の
湯
が
千
客
万
来
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
一
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た

焦
木
噸
満
さ
ん
は
仕
喜

帰
り
に
来
庁
し
、
商
に
観

光
課
．
長
か
ら
賞
状
を
受
け

取
り
「
温
泉
が
好
き
で
よ

く
利
用
し
ま
す
が
、
完
成

し
た
温
泉
を
使
川
す
る
際

に
も
、
大
変
身
近
に
感
じ

る
と
思
い
ま
す
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
、

　
温
泉
施
没
L
事
は
、
基

礎
打
ち
が
臨
ゴ
し
・
来
年

春
の
オ
ー
．
フ
ン
を
め
ざ
し

て
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
．
．

、
’
．

C

「
　
　
．
　
　
　
一
．
　
…
．
．
『
一
■
　
・

’
　
　
．
「

，

花
の
よ
う
な
心
美
し
い
市
民
が
住
む
ま
ち
に

　
1
1
向
市
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
二
会
は
、
．
平
成
B
年
度
の
モ
デ

ル
事
業
団
体
を
決
定
し
6
月
劉
日
、
指

定
段
口
と
助
成
金
を
交
付
し
ま
し
た
．
．

　
交
付
式
で
は
、
山
本
市
長
が
　
「
花
の

よ
う
な
心
美
し
い
市
民
が
住
む
日
向
市

の
ま
ち
．
を
つ
く
り
た
い
一
と
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
の
代
表
．
人
ひ
と
り
に
指
定
井

と
助
成
金
を
f
渡
し
ま
し
た

　
指
定
さ
れ
た
団
体
は
、
今
同
始
め
て

指
定
さ
れ
た
3
団
体
を
含
む
1
7
団
体

で
、
次
の
と
お
り
で
す
．
．
（
順
．
↑
同
）

指
定
証
を
受
け
取
る
代
表

高学f交会f交い7ビ会り▽
年校川77堀糸田ネ7愛τ1ヒ
ク「7f劣’γ＝11，f・、【島「≒翁弟弓如二一1」ニ
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’

認
定
証
を
受
け
取
る
代
表

認定証が手渡されました

　
．
平
戎
B
年
h
芝
目
〆
円
h
巾

う
る
お
い
福
祉
基
金
．
事

業
認
定
証
及
び
助
成
金

交
付
式
が
7
月
6
目
、

市
．
長
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
、
．　

交
付
式
で
は
、
認
定

さ
れ
た
1
4
団
体
の
代
表

．
人
ひ
と
り
に
市
．
長
か

ら
認
定
．
註
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
．
．

「
み
な
さ
ん
の
目
ご
ろ

の
取
り
’
組
み
が
市
の
基

本
構
想
で
あ
る
＝
．
だ
れ

も
が
住
ん
で
み
た
く
な

る
ま
ち
』
づ
く
り
に
つ

　
　
　
各
団
体
の
代
表
と
山
本
市
長

な
が
る
」
と
山
本
市
．
長
．

　
認
定
さ
れ
た
団
体
は
、
次
の
と
お
り

で
す
．
　
（
順
．
不
同
V

▽
知
的
障
害
者
育
成
会
▽
目
向
市
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
バ
リ
ア
ァ
リ
ー
懇
話
会

▽
思
春
期
を
考
え
る
会
「
督
目
督
卜
也

講
演
会
」
実
行
委
員
会
▽
向
江
町
．
r
ど

も
会
育
成
会
▽
ム
ー
－
児
サ
ー
ク
ル
も
こ
も

こ
▽
日
向
市
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協

敵
会
▽
日
向
市
肢
体
障
害
者
友
愛
会
▽

口
調
市
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
▽

食
を
考
え
る
会
▽
グ
ル
ー
．
フ
ソ
レ
イ
ユ

▽
布
の
お
も
ち
．
や
作
戎
グ
ル
ー
．
ア
「
さ

く
ら
草
」
▽
え
ん
の
会
▽
日
向
市
高
齢

者
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
▽
地
域
社
会

を
考
え
る
会

7



ら” 」
／

土
地
区
而
整
理
事
業
で
良
好
な
住
環
境
を
整
備
し
ま
し
た

　
．
平
成
．
兀
年
度
か
ら
K
事
を
進
め
て
き

た
縞
馬
延
岡
新
産
業
都
市
計
．
画
事
業
亀

崎
北
ヒ
地
区
画
整
理
事
業
の
竣
L
式
が

7
月
9
日
、
現
地
で
開
か
れ
ま
し
た
，

　
式
に
は
、
山
本
市
長
を
は
じ
め
黒
木

古
市
県
議
会
議
員
、
黒
木
敏
雄
市
議
会

議
長
、
地
．
兀
住
民
代
表
な
ど
招
待
者
約

浦
人
が
出
席
し
て
竣
L
を
祝
い
ま
し

た
。　

神
事
の
あ
と
代
表
者
ら
に
よ
る
記
人
，
心

用
除
幕
式
．
．
H
高
基
秀
竣
K
式
実
行
委

員
．
長
が
「
1
2
年
と
い
う
比
較
的
短
．
い
［

期
で
完
．
J
し
た
，
住
民
．
同
、
夢
あ
る

ま
ち
つ
ぐ
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
，

　
山
本
市
長
は
「
第
4
次
目
向
市
総
合

計
画
に
基
づ
き
、
新
時
代
の
県
北
の
拠

点
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
基
盤
を
整

備
し
『
だ
れ
も
が
住
ん
で
み
た
く
な
る

ま
ち
』
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
良

好
な
宅
地
を
供
給
す
る
ま
ち
づ
く
り
に

は
ヒ
地
区
画
整
理
事
業
が
最
も
優
れ
た

手
法
で
あ
る
と
認
識
し
た
」
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
．

　
h
地
区
画
整
理
事
業
は
、
道
路
、
公

園
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
を
行
い
な

が
ら
、
宅
地
の
形
を
整
え
る
こ
と
に
よ

り
、
新
市
街
地
に
お
い
て
は
住
み
良
い

環
境
を
備
え
た
宅
地
の
供
給
を
、
既
成

市
街
地
で
は
．
区
域
全
体
の
改
誰
口
を
図
る

の
が
そ
の
目
的
で
す
．
．
竣
r
し
た
亀
崎

北
L
．
地
区
画
整
理
事
業
は
、

市
施
し
で
行
わ
れ
、
施
行
地

区
面
積
は
⑳
．
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

抗
た
る
都
市
計
画
道
路
は
延

．
長
2
5
4
6
・
6
m
、
幅
員

4
～
6
m
道
路
が
延
長
4
9

　
ラ
　
　
　
　

の
う
　
　
へ
　
　
　
　
ロ
ロ
　
へ

一
（
．
一
1
1
　
瞬
t
4
～
6

m
道
路
が
延
．
長
2
2
7
・
9

m
で
す
．
、
1
号
街
区
か
ら
3

号
街
区
公
園
は
総
．
面
積
1
0

2
4
7
．
0
．
．
1
1
、
乗
也
よ
5

　
　
　
　
　
且
　
　
　
ウ
準
L
J
　
一

か
所
整
備
さ
れ
、
．
面
積
は
6

3
5
2
・
7
、
m
で
す
、

号
の
整
備
を
行
い
、

滞
の
緩
和
を
図
り
ま
し
た
、

r

．
一
ζ
．

＾
　
．
柳

　
併
せ
て
国
道
m

慢
性
的
な
交
通
渋

　
　
　
旺
一
　
　
　
く

　
　
　
9
μ
川
．
刈

、
．

t

r≒ミ　
一

日

前工施

路
整
備
面
積
6

8
8
．
6
・
0
、
1
1
、

司
貯
島
也
．
r
こ
よ

一
　
1
　
右
　
ノ
f
　
：

る
公
共
施
設
整

備
で
国
道
m
号

が
延
．
長
8
4

　
　
　
ま
エ
　
ヘ
　
　
　
ロ
　
ロ

［
1
　
・
　
【
〆
　
1

級
河
川
亀
崎
川

が
延
．
長
3
7

4
・
3
、
m
で
、

総
事
業
費
聞
億

9
千
万
円
を
か

け
て
住
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
．
．

　
本
市
の
ヒ
地
区
画
整
理
事
業
は
、
昭

和
m
年
に
旧
耕
地
整
理
法
に
基
づ
く
組

合
施
行
に
よ
り
二
二
第
－
地
．
区
、
幡
浦

第
2
地
区
が
宅
地
造
成
地
と
し
て
施
行

さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
施
し
中
を
含

め
m
地
．
区
の
．
区
画
整
理
事
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
．
現
在
は
口
向
市
生
活
・
文

化
交
流
拠
点
地
区
に
お
い
て
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
と
街
な
か
交
流
拠
点
の

形
成
を
巨
指
し
、
鉄
道
の
高
架
化
事
業

や
商
業
の
活
性
化
事
業
と
一
体
と
な
っ

た
H
向
市
駅
周
辺
地
区
や
目
向
南
町
地

．
区
ヒ
地
区
画
整
理
事
裳
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
．
．
ま
た
、
財
光
午
居
住
拠
点
地
．
区

に
お
い
て
は
東
九
州
自
動
唯
道
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ア
ク
セ
ス
道
の
整
備
を

含
め
た
ヒ
地
．
区
画
整
理
が
進
行
中
で

す
．
、

‘覧｝

o

指定証を交付しました
開
所
を
祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
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●
　
●
　
●
　
●
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O
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O
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　　日向市企業立地条例に基づき、日本ビュアフ　・

　一ド（株）指定工場等の指定証交付式が6月1

　9日、市長室で開かれました。市長から「本市　：
西喜産業の振興に貢献していただけるものと期待し　：
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　ます」と指定証が、鈴木敏功宮崎工場長に手渡：
　されました。この指定は、奨励措置により企業：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立地を促進し産業の振興と雇用の増大を図るこ　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　とが目的です。日本ビュアフード（株）は、平　・
　成12年10月30日に市と立地協定を締結。i

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　この4月から従業員14人を雇用し、地域密着・
　型の企業を目指して営業を開始しています。　　i
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新
し
い
世
紀
の
男
女
参
画

集
し
て
い
ま
す
．

　
代
炎
κ
に
よ
る
テ
ー
．
ア
カ
ッ
ト
後
の

式
典
で
は
、
　
1
5
削
哲
郎
助
役
が
「
よ
り

広
く
な
り
、
　
．
層
の
こ
利
川
を
　
新
し

い
世
’
紀
の
9
3
女
雛
ハ
同
参
画
社
会
推
進
ル

ー
ム
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
あ
い
さ

？
．
今
後
の
行
事
と
し
て
は
、
た
も
つ

ゆ
か
り
さ
ん
に
よ
る
男
女
共
同
参
断
基

礎
講
座
、
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
市

民
企
画
に
よ
る
講
座
な
ど
を
，
レ
定
し
て

い
ま
す

　
利
用
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
9

時
圭
で
、
水
曜
日
は
休
館
日
と
な
っ
て

い
捌
す
　
管
理
は
「
日
向
市
男
女
兵
同

参
画
推
進
協
議
会
」
（
生
垣
登
志
f
会

．
長
）
が
運
営
し
、
職
目
1
1
〔
が
午
後
5
時
淑

分
ま
で
嘱
吊
．
聡
し
て
い
ま
す
．

　
利
川
方
法
は
市
企
．
画
課
（
智
内
線
2

2
2
0
）
ま
で
．
．

◇芳登　一助英番永＾
こ＿班　’～lfill員陽画

浦役II鶴）＿＼＝f
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顕一野

‘二 怏�@　ll　一・匝，≡r・二一＿圭　　F

全力をつくします！

　
第
四
回
九
州
地
区
消
防
救

助
技
術
指
導
会
に
出
場
す
る

消
防
職
ロ
ー
－
〔
ら
が
7
月
1
2
日
、

市
．
長
に
出
場
報
告
を
行
い
ま

し
た
．
、
こ
れ
は
6
月
5
口
、

宮
崎
市
で
開
か
れ
た
県
大
会

で
入
賞
を
果
た
し
、
7
月
m

H
に
、
沖
縄
県
那
．
覇
市
で
開

か
れ
る
瓦
州
大
会
へ
と
出
場

す
る
た
め
、
訪
れ
た
も
の
で

す
．
．　

出
場
選
ヂ
は
次
の
と
お
り

で
す
，
　
（
敬
称
略
）

◇
斜
め
ブ
リ
ッ
ジ
救
助
鯛
藤

〔
指
揮
者
）
、
柏
川
．
久
（
1

一
丸
義
史
（
2
番
員
V
、
黒
木

一
番
員
）
、
．
平
岡
純
也
（
要
救

ロ
ー
ブ
応
川
登
班
1
1
椎
葉
洋

　
太
　
（
補
助
者
）
◇
ロ
ー
．
フ

野
道
明
《
随
行
》
◇
川
辺
貞

じ
◇
山
崎
直
行
（
指
揮
者
）

．
顕
（
安
全
管
即
者
∀

閑
あ
り
で
こ
の
ほ
ど
、
一
8

慶
し
て
い
る
新
附
市
納
税

陥此

嫌{

杉
閧
ﾌ
旅
（
　
一
　
“
旧
．
．
日
）

し
ま
し
た
、
．

、
か
ご
し
ま
水
族
館
、
指

、
．
長
崎
鼻
パ
ー
キ
ン
グ
ガ

、
知
覧
特
攻
．
日
和
会
館
と

も
久
方
振
り
の
観
光
で
楽

程
で
し
た
　
中
で
も
知
覧

和
会
館
で
は
、
館
長
自
ら

部
と
な
り
、
戦
争
の
悲
惨

し
て
春
秋
に
富
む
若
者
が

い
、
父
母
を
思
い
祖
国
の

A
．
心
じ
つ
つ
、
沖
縄
特
攻
で

た
．
○
．
．
．
六
日
の
隊
員
の

る
姿
を
生
な
ま
し
く
語
ら

に
は
、
胸
の
熱
く
な
る
思

ま
し
た
．
．

6
1
1
よ
h
ム
島
こ
、
8
月
9

崎
に
原
爆
が
投
．
ト
さ
れ
た

の
．
記
A
、
心
一
1
を
迎
え
ま
す
．

m
目
は
終
戦
記
A
．
心
日
で
す
．
、

－
戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
た

こ
め
い
福
を
お
祈
り
し
、

と
匪
界
の
恒
久
．
平
和
の
頼

た
に
し
た
い
も
の
で
す
．

いf亥方己父ま561【　い才しlil　l枚’女1珂さカ｛穿印しい1祉1　に辛1［年

を廃々めた【lr1は8がた撃1’1ξ泰を’語攻いずテ1温桜参合間忙
祈絶・・て15U長l」し話すしを思そり』Fllれン泉舳II皇’継ll「

．
平

ーー看

市長鮪想

1ごAA
、一

Eヲ

ヒ　　　　　ド

、》
へ

lll本孫存⑭

9 8
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巨

霊
を
感
動
で
い
っ
ぱ
い
に

　
市
内
で
活
動
す
る
斤
楽
家
た

ち
が
企
．
画
し
て
開
い
た
コ
ン
サ

ー
ト
カ
7
～
1
一
　
一
げ
蒔
q

央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
．

こ
れ
は
、
口
向
市
』
巾
制
5
0
周
年

記
念
事
業
の
　
つ
と
し
て
自
豆

企
画
で
運
営
さ
れ
た
も
の
で

す
．
、　

第
－
郡
は
「
朝
の
き
ら
め
き

コ
ン
サ
ー
ト
」
．
．
演
奏
に
は
、

こ
の
春
、
購
入
が
実
現
し
た
国

産
最
高
級
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を

使
川
．
、
音
響
反
響
版
を
特
別
に

運
び
入
れ
て
使
川
し
、
そ
の
す

ば
ら
し
い
h
首
響
効
果
と
質
の
高

　
　
　
　
い
演
奏
で
8
0
0
人

の
聴
衆
を
感
動
で
い

っ
ぱ
い
に
し
ま
し

た
．
．　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、

寿
．
白
．
力
石
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
の
金
管
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
演
奏
で

「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
‘

タ
」
の
フ
ァ
ン
フ
ァ

ー
レ
に
よ
る
変
奏
曲

と
「
水
E
の
音
楽
」

よ
り
ア
レ
グ
ロ
の
演

奏
で
華
や
か
に
開

幕
。　

日
向
混
声
合
唱
団

が
ア
ニ
メ
映
画
「
紅
の
豚
」
か

ら
「
時
に
は
昔
の
話
を
」
「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　
松
浦
真
山
美
さ
ん
は
ピ
ア
ノ

で
グ
リ
ン
カ
の
歌
曲
か
ら
「
ひ

ば
り
」
、
パ
ル
ム
グ
レ
ン
の

「
星
は
ま
た
た
く
」
を
静
か
な

ホ
ー
ル
に
奏
で
、
聴
衆
を
魅
r
。

　
女
性
合
唱
ひ
む
か
い
コ
ー
ラ

ス
は
．
「
春
の
小
川
」
「
春
が
き

た
」
の
竜
謡
で
始
ま
り
「
わ
た

し
と
こ
と
り
と
す
ず
と
」
「
ほ

し
と
た
ん
ぼ
」
な
ど
、
金
f
み

す
．
・
の
詩
で
知
ら
れ
る
歌
で
観

客
を
引
き
付
け
ま
し
た
。

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
サ
ン
テ
ィ

ェ
（
川
野
寿
．
r
さ
ん
、
中
山
ゆ

か
り
さ
ん
、
高
橋
あ
ゆ
み
さ
ん
）

が
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
く

る
み
割
り
人
形
」
よ
り
「
小
さ

な
序
曲
」
な
ど
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
演
奏
。
優
雅
に
「
花
の
ワ

ル
ツ
」
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
第
2
部
は
「
ア

ル
バ
ー
ト
・
ロ
ト
ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル
」
が
開
か
れ
、
そ
の
温

か
い
、
感
情
豊
か
な
、
魂
を
込

め
た
演
奏
で
、
聴
衆
に
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

●

θ
ル
フ
套
の
塁
書
付

　
5
月
2
7
口
に
開
か
れ
た
「
［
向
市
市

制
5
0
周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
」
で
集
ま
っ
た
募
金
の
贈
呈
式
が

6
月
2
5
日
、
市
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
会
会
長
の
厨
f
雅
雄
さ
ん
が
市
長

に
募
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
ゴ
ル

フ
大
会
に
は
2
4
7
人
が
参
加
。
募
金

の
．
部
を
市
に
贈
呈
し
た
も
の
で
す
。

　
山
本
市
長
は
「
交
通
遺
児
の
た
め
の

基
金
に
使
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
、
［
向
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
も
募
金
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

∵
が
実
現
し
ま
し
た

O

「

　
青
年
海
外
協
力
隊
に
派
遣
さ
れ
る
奥

平
保
子
さ
ん
（
財
光
寺
、
2
4
歳
）
と
橋

目
宣
文
さ
ん
（
美
々
津
、
盟
歳
V
が
7

1
1
3
［
、
市
．
長
に
出
発
の
あ
い
さ
つ
に

訪
れ
ま
し
た
。
奥
平
さ
ん
は
小
学
校
教

諭
と
し
て
中
米
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
、

橋
口
さ
ん
は
理
数
科
教
諭
と
し
て
ア
フ

リ
カ
の
ガ
ー
ナ
に
2
年
間
赴
任
し
ま

す
。
賦
目
年
協
力
隊
は
夢
だ
っ
た
と
い
う

奥
平
さ
ん
は
「
出
発
前
に
市
長
に
会
え

て
感
激
で
す
」
と
。
橋
口
さ
ん
は
「
公

用
語
と
母
国
語
が
あ
り
覚
え
る
の
は
大

変
だ
が
努
か
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

0
ご
ろ
の
調
練
の
気
嚢
署
し
た

■広報紙に掲載された写真を差し上げます。

　希望する人は、市総務課（君内線2234）まで。

騨・
㍉、

　
、k

－、露

　
平
成
B
年
度
第
4
7
回
日
向
市
消
防
操

法
大
会
が
7
月
8
日
、
お
倉
ヶ
浜
消
防

訓
練
場
で
開
か
れ
、
ポ
ン
プ
車
の
部
、

積
載
車
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
車
の
部
に

別
れ
て
ス
ピ
ー
ド
、
正
確
性
を
競
い
ま

し
た
。

　
大
会
は
、
毎
口
の
仕
事
が
忙
し
い
中

で
訓
練
に
励
ん
で
き
た
消
防
団
員
、
約

7
0
0
人
が
訓
練
の
成
果
を
披
露
。
男

性
団
員
に
交
じ
り
、
女
性
消
防
団
員
の

赤
木
絵
美
さ
ん
（
第
3
7
部
・
財
光
寺
切

島
）
が
参
加
し
、
き
び
き
び
と
し
た
動

き
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
ヒ
位
置
2
位
ま
で
の
人
賞

チ
ー
ム
は
、
8
月
4
日
に
開
か
れ
る
支

部
大
会
に
代
表
と
し
て
出
場
し
、
全
国

大
会
を
目
指
し
ま
す
。

《
ホ
ン
プ
車
の
部
》

▽
①
第
6
部
（
曽
根
町
・
堀
一
方
）
②

第
5
部
1
分
隊
（
原
町
・
高
砂
・
新
生

町
）
③
第
1
部
（
北
町
・
上
町
・
本

町
・
南
町
・
中
町
）

《
積
載
車
の
部
》

▽
①
第
3
部
1
分
隊
（
塩
見
全
域
）
②

第
綿
部
（
金
ヶ
浜
・
別
府
・
籾
木
）
③

第
7
部
（
亀
崎
・
向
江
田
）

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

▽
①
第
3
部
（
塩
見
全
域
）
②
第
1
3
部

（
幡
浦
・
竹
島
町
）

※
躍
進
賞
は
、
第
3
5
部
（
財
光
寺
比
良

町
）
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
●

◎
碁
画
聖
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を
贈
呈

　
市
内
の
小
中
学
校
に
、
第
2
3
回
J
A

L
杯
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
選
手
権
戦

宮
崎
大
会
口
調
市
促
進
協
議
会
か
ら

「
囲
碁
入
門
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
」
の
贈

呈
式
が
7
月
6
日
、
市
長
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
市
内
の
小
中
学
校
で

は
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
放
課
後
を
利
川
し

て
囲
碁
を
指
導
。
小
中
学
校
囲
碁
大
会

な
ど
も
毎
年
開
催
し
、
は
ま
ぐ
り
碁
石

の
産
地
で
あ
る
、
市
の
特
色
を
生
か
し

た
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。
山
本
市
長

か
ら
代
表
の
細
島
小
学
校
の
生
徒
に
人

門
ソ
フ
ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

⑪
豊
謬
縮
民
の
疑
で
す

■
，

へ蓄

覧

　
市
民
総
ぐ
る
み
で
の
日
豊
海
岸
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
が
7
月
1
5
日
、
市
内
の
海

岸
線
や
河
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
観
光
客
が
訪
れ
る
夏
休
み
を
前
に
、

日
向
市
の
魅
力
で
あ
り
、
市
民
の
財
産

で
も
あ
る
口
豊
海
岸
な
ど
を
き
れ
い
に

し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
、
約
3
2
0
0

人
も
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
早
朝
か
ら
清
掃
作
業
に

汗
を
流
し
、
燃
や
せ
る
ご
み
7
4
0
0

k
9
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
1
3
0
0
k

9
を
回
収
。
海
岸
へ
の
漂
着
物
を
処
理

し
ま
し
た
。
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縢報，信糠
　「情報伝言板」は、皆さんの自

主的な活動を応援するコーナーで

す。サーつル活動などの会員募集

やイベントなどの情報をお寄せく

ださい。営利や政治・宗教活動を

目的としたものはお断りします。

　原稿は、毎月1日までに市総務

課（容内線2234）へ。ただし、

紙面のスペースの関係上、掲載で

きない場合があります。

■自衛官の募集

《一般男女曹候学生》

◇応募資格＝髄F成13年4月lll現

在で18Fl聖目L24歳未満の男女　◇

◇受付期間＝8月6日～9月7日

中1次試験＝9月16日

《曹候補士》

◇応募資格＝同18歳以ヒ27歳未満

の男女◇受付期間＝8月6日～9

月7［【◇1次試験＝9月16日qD

《2等陸士・海士・空士》

◇応募資格＝同18歳以ヒ27歳未満

の男女◇受付期間＝　・般リ封乙／随

時、高校生／8月6目～9月7日

◇1次試験＝　一般男」㌻／別に指

示、高校男」孔／9月19日、女r／
9ナ」2511

《海・空自衛隊航空学生》

◇応募資格＝同18歳以L21歳未満

の男女◇受付期間＝8月611～9

月7【1◇1次試験＝9月22日※

詳しくは、自衛隊日向募集’1‘務所

（容52－6914）へ

■日向ウォーキングクラブ会員募集

　いつでも、だれでも、どこでも

できる「生涯学習・生涯スポー

ツ・歩行文化」としてのウォーキ

ング運動の輪を広げるため、各地

のウォーキング大会に参加してい

ます。現在会員を募集中です！あ

なたも参加しませんか？

　詳しくは日向ウォーキングクラ

ブ事務局（智52－3373矢野

さん）へ。

　　　　　　市制施行50周年記念事業

「はばたけ！日向1～参加・連携・創造～

．『市民自主企画運営事業』の紹介

■ユニークで楽しい歴史講座

◇日時＝8月30日（木）　午後1時～4時、◇場所＝日向

市中央公民館ホール、◇内容＝歴史に興味のある方、ユニー

クな歴史の話を聞いてみたい方や高校生・中学生などを対象

に、講師の安本美典氏（産能大教授）が「神武東遷伝承と日

向」の演題で講演します。退屈させない講演会（講師コメン

ト）です。◇入場料＝無料、◇問い合わせ先＝日向市史談会

（甲斐容52－7475）

■デフ・パペットシアターひとみ日向公演

　　　　　　「オルフェウス～ギリシャ神話より～」

◇日時＝9月12日（水）午後6時40分開演、◇場所＝日

向市中央公民館ホール、◇内容＝聴覚障害者と健聴者が共に

つくるデフ・パペットシアターひとみの人形・仮面・手話に

よるファミリー人形劇です。◇入場料＝大人1，500円

（当日1，800円）、小・中学生800円（当日1，000

円）、親子券2、000円（前売りのみ）、◇チケット取扱＝

中央公民館（容53－6867）、社会福祉協議会（暦5

2－2572）、市健康管理課（智内線2155）ほか、◇

問い合わせ先＝日向聴覚障害者協会（市健康管理課容内線2

155　三輪）

？．墨→卜翫．ト
　AVコーナーの開設について（お知らせ）

　今回、新たにAV機器を設置し、　VTに限らず、　DV

Dも鑑賞できるAVコーナーを開設しました。これを機

会に、感動のDVD映像を体験してみてはいかがでしょ

うか。◇場所＝2階一般図書コーナー内、◇新着DVD

ソフトの紹介＝ナショナル・ジオグラフィッウDVD全

85巻、①動物達の豊かな世界シリーズ32巻、②”知”

と”未知”への旅シリーズ30巻、③地球の脈動と生命

のドラマシ1」一ズ23巻。※なお、DVDにつきまして

は、著作権法により、貸出が制限されており、館内だけ

の利用となります。詳しいことについては市立図書館

（容54－1919）へお問い合わせください。

ζ

」

みんなの広場

ぐ

　
．
二
成
5
年
4
月
か
ら
7
年
3
月
末

ま
で
、
夫
が
会
計
検
査
院
か
ら
日
向
市

役
所
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
も
そ
の
間
、
卜
果
京
・
1
1
向
問
を

一．

摯
怩
ｵ
、
3
0
0
日
近
く
日
向
で
生

活
致
し
ま
し
た
．
こ
の
2
年
間
で
、
胸

に
し
ま
い
き
れ
な
い
ほ
ど
の
素
晴
ら
し

い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　

そ
の
後
も
、
1
年
に
2
度
は
目
向
に

帰
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の

思
い
を
少
し
で
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
、
目
向
出
身
で
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
大
使
と
い
う
大
役
を
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
5
年
6
月
の
あ
る
晴
れ
た
口

ほくたち

　　わたしたちの

山
ロ
富
美
さ
ん
（
5
7
歳
…
埼
玉
県
上
尾
市
）

『
思
い
出

願
い
』

　
今
月
号
は
、
首
都
圏
在
住
の
ふ

る
さ
と
大
使
に
、
故
郷
・
日
向
市

に
対
す
る
思
い
出
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

に
、
美
々
津
の
町
並
み
を
見
学
し
、
権

現
崎
を
経
て
サ
ン
パ
ー
ク
で
休
憩
。
海

岸
に
沿
っ
て
金
ヶ
浜
ま
で
を
心
地
よ
い

汗
を
流
し
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
こ

と
，
お
倉
ヶ
浜
の
雄
大
な
景
色
に
魅
～

さ
れ
て
、
自
転
躯
で
運
動
公
園
か
ら
波

打
ち
際
を
水
．
平
線
や
松
林
を
見
な
が
ら

走
り
、
有
料
道
路
の
急
坂
を
自
転
躯
を

押
し
な
が
ら
登
り
、
大
御
神
社
に
参
晒

し
た
日
々
、
特
に
、
早
春
と
晩
秋
の
陽

光
を
受
け
た
海
の
淡
い
輝
き
に
は
心
が

洗
わ
れ
ま
し
た
、

　
い
ま
で
も
、
宮
崎
か
ら
口
頼
本
線
に

彙
り
、
唯
窓
に
お
倉
ヶ
浜
の
風
景
が
映

し
出
さ
れ
る
と
「
ホ
ッ
ト
」
し
た
気
持

ち
に
な
り
心
が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
．

　
ま
た
、
旧
道
を
歩
行
者
天
国
と
し
て

市
民
に
開
放
し
て
い
た
夏
休
み
の
ヒ
曜

日
は
、
お
孫
さ
ん
と
r
を
つ
な
い
で
散

歩
し
て
い
た
ご
夫
婦
、
乳
母
車
を
押
し

な
が
ら
買
い
物
を
し
て
い
た
ご
夫
婦
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
遊
び
に
夢
中

と
な
っ
て
い
た
f
供
達
。
お
店
の
前
に

商
品
を
展
．
濡
し
て
販
売
し
て
い
た
商
店

軟
の
方
々
．
、
誰
の
顔
も
笑
顔
、
で
楽
し
そ

う
で
し
た
。
私
も
ヒ
曜
日
が
待
ち
遠
し

く
、
．
一
人
し
て
そ
の
雰
囲
気
を
大
い
に

満
喫
し
て
お
り
ま
し
た
。
　
・
・
…

い
つ
の
日
か
、
皆
々
様
の
力
の
結
集
で
、

人
々
が
通
い
合
い
、
心
憎
さ
れ
る
優
し

い
町
並
み
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
、

　
日
向
は
、
私
に
と
っ
て
大
事
な
大
事

な
故
郷
で
す
．
、

　　赤木絵美さん（20歳：切島山2）

¢　消鰍法姶に賜しまし
　　た。練習期間は3週間くらい．

　　今年で3回目の出場です。三目

　　は、緊張していてちょっとミス

　　してしまいました。

　　　カラオケやボーリングが好き
　　で友達とよくlfっています。

ヒ
つ
ま

ワ
監

知

いきいき
　　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
容
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
運
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
真
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

嘱窪

ご

鮮．

、
’

聴
勢
瞥

稲田将実さん（28歳：原町1）

　3年前に東京から帰郷して家
裳の”ノ：真店を継ぎました、毎目

が勉強です。休みはなかなか取

れませんが、暇をみつけて友達

とゴルフの練習に行ったり、所

属する日光クラブでラグビーを

したりして汗を流しています。

ド21



おしらせ・ぼしゅう

　　　8月の納期
IIK匡甦年金歪呆ド灸半こ｝　　　8月ラナ

　市県民税　　　　　　第2期幽

　国民健康保険税・介護保険料

　　　　　　　　　　第3期
3　この社会あなた：の税が生きている
i
I

一．

動
な
ど
、
参
加
と
交
流
の
場
を

提
供
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
「
高
齢
者
い
き

い
き
生
き
が
い
講
座
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
　
第
3
回
講
座
は

公
開
講
座
で
す
　
5
0
人
の
受
講

生
を
募
集
し
、
昼
時
保
健
福
祉

大
学
の
波
多
野
義
郎
さ
ん
の
講

演
を
行
い
ま
す
．

◇
日
時
1
1
9
月
1
一
口
（
火
）
午

．
ゴ
）
　・
f

．
1
｛
　
　
　
～

◇
会
場
1
1
目
向
市
勤
労
n
u
少
年

体
ム
ー
ー
セ
ン
タ
ー

◇
講
師
1
1
波
多
野
義
郎
さ
ん

（
瓦
州
保
健
福
祉
人
学
教
授
）

◇
演
題
1
1
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

健
康
づ
く
り
」

◇
受
講
料
1
1
無
料
（
筆
記
用
具

と
運
動
が
で
き
る
服
装
、
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
を
準
備
し
て
く
だ

さ
い
．

◇
申
込
方
法
1
1
9
月
7
目
（
金
∀

ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
h
尚
齢
者

日向市市制施行50周年記念事業主ども文化祭

　　第15回日向市児童美術展覧会

　市内の小中学＝校1こ在学する児1養。生徒

の絵画、IiF’与：作品を展・」こします．毎年、

優れた作品が多く出品され圭す．この機

会にぜひご覧ください．

◇日程＝9月151【（D～9月23H（日）

◇会場＝11向寿屋3階催・鍬易

蘇
ー
ー

　
1
0
月
1
日
の
調
査
に
ご

　
協
力
を

　
産
裳
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
1
1
的
に
、
事
置
所
・

企
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す　
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
す

べ
て
の
事
裳
所
を
対
象
に
、
事

業
の
種
類
や
従
業
者
数
な
ど
を

調
査
す
る
も
の
で
、
5
年
毎
に

一
　
第
3
7
回
日
向
市
総
合
文
化
祭

　
文
化
祭
に
あ
な
た
も
参

　
加
し
ま
せ
ん
か

　
U
月
3
日
「
文
化
の
目
」
を

中
心
に
、
文
化
に
関
す
る
諸
行

雰
を
行
い
、
市
民
の
文
化
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
市
の
文
化
振
興
を
図
る

た
め
開
か
れ
る
第
汀
回
日
向
市

総
合
文
化
祭
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

◇
実
施
期
間
1
1
弔
成
B
年
m
月

～
1
2
月
末
日
ま
で
．
．

◇
開
催
部
門
1
1
芸
術
之
化
・
芸

能
文
化
部
門
と
す
る
．

◇
参
加
申
込
期
限
1
1
．
般
参
加

者
は
8
月
壷
口
（
金
）
午
後
4

時
ま
で
．
．

詳
し
く
は
文
化
連
盟
事
務
局

（
首
吊
　
1
6
5
7
）
、
市
社
会

教
育
課
文
化
係
（
容
内
線
2
4

2
5
）
へ
．
．

I　Iウ「◇　ま　50極i

6高間す人目
　
　
　
　
　
　
　
．
U

係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

い
合
わ
せ
1
1
市
福
祉
事
務

齢
者
福
祉
係
（
容
内
線
2

8
）

行
わ
れ
て
い
ま
す

　
中
間
年
（
3
年
目
）
の
．
平
成

日
照
－
に
は
簡
易
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
調
査
項

目
の
充
実
を
図
っ
て
、
m
月
一

口
を
基
準
日
に
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◇
問
合
せ
先
1
1
市
企
画
課
統
計

係
（
容
内
線
2
2
1
3
）

あなた�ﾇ罐会i税金一1］メモii萄《ぎ倉Q＆A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「ドメスティック・バイォレ：　　固定資産税の申告や届出　　　：Q．国民年金保険料の納付をロ座
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ンス」（家庭内暴力）とは女性：　　　　　　　　　　　　　：振替にするにはどうしたらよいで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
が夫や恋人パートナーなど「親・　土地、家屋の周定資産課税台帳・しょうか。
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

密な」関係にある男性から受け：（名寄帳）に登録されている内容に：A，口座振替を希望される場合は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
る暴力・虐待のことをいいま・異動があったときの申告や届出に・年金係または市内の各金融機関の
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

す。それはケガや病気の原因に：は次のようなものがあります。内：窓口で手続きができます。納付書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
なるだけでなく、心を深く傷っ・容など詳しいことについては、税・と預金通帳、通帳使用印をご持参
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

けることになります。子どもへ：務課資産税係（燈内線2113）：ください。
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
も大きな影響を与えます。　　：へお気軽にお問い合わせください。：　なお、現在口座振替をしている

　これまで「夫婦げんか」とし：◇住宅用地の申告
　　　　　　　　　　　　　りてとくに問題とされませんでし・◇被災住宅用地の申告
　　　　　　　　　　　　　　たが、最近では、女性の人権を：◇滅失家屋届
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ守るため軽視されがちな家庭内：◇新築住宅減額申告

の人権として見直す努力がなさ：◇未登記家屋所有者変更届
　　　　　　　　　　　　　りれています。　　　　　　　　：◇非課税適用固定資産の申告

：人で引き落とし口座を変更する場
i合も同様の手続きで週日ができま

：す。

i　口座振替は納め忘れもないうえ、

：大変便利ですのでぜひご利用くだ
：さい。
●

75
■市民なんでも相談ホットライン（階55－9111・IELO120－86－4388）

1

■一

Y
当
す
る
人
は
登
録
を

　
毎
年
9
月
－
日
現
在
で
、
登

録
申
帽
に
基
づ
き
「
海
、
区
漁
業

調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

，
」
を
作
成
し
ま
す
．
該
当
す

る
人
は
、
登
録
中
帽
を
行
っ
て

一健
康
筥
理
の
た
め
受
診

し
て
く
だ
さ
い

県
で
は
、
被
爆
督
健
康
r
帳

O

原
爆
被
爆
者
が
ん
検
診

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

52ま椎◇2◇午後◇さで会しをす来
　た進二階二二1日んの」．．
5は室い
1日＿合
3向暦わ
↓商内せ
　E皇1・エII

　会可：簑市

　・i善召企

　　，．，業　所
　　・）　≡乗
　　　　り　　　　り

　盤ご致

ふ
る
さ
と
で

就
職
し
ま
せ
ん
か

市
は
、
U
タ
ー
ン
希
望
者
や

春
、
大
学
や
短
大
ひ
を
卒
業

る
人
、
及
ひ
そ
の
家
族
な
ど

対
象
に
、
地
．
疋
企
業
が
参
加

て
の
「
ふ
る
さ
と
就
職
説
明

」
を
開
き
ま
す
　
ふ
る
さ
と

の
就
職
を
考
え
て
い
る
み
な

ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
．
．

］］

桙
P
1
8
月
B
日
（
月
）
午

－
時
一
分
～
4
時
（
受
付
は

後
－
時
～
）

云
場
1
1
ペ
ル
フ
ォ
ー
ト
目
向

　　　　よたあう鵜ス畜豊III

継高増呈謂糎1凝；
　　　　　㌘駐が病上編踏客

纏
崖二、

ノ　　　　　ね

　振柑
　興談
　係は

ノ
を
接
種
し
ま
し
よ
う

方
を
中
心
に
鶏
の
家

で
あ
る
ニ
ュ
ー
カ
ッ

発
生
し
て
い
ま
す

．
あ
ひ
る
、
L
面
鳥
、

伝
染
す
る
危
険
性
が

　
感
染
を
．
r
防
す
る

チ
ン
を
接
種
し
ま
し

市
農
林
水
産
課
か
ら
お
知
ら
せ

　
　
　
」
■
　
　
　
　
　
■
」

平
成
1
3
年
度
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

委◇頭隠従植ヒ◇～◇く
員問
会い
＿合
容わ
内せ
線l1

2Fi∫

2選
3華

↓管
　理

だ
さ
い
．

申
請
期
間
1
1
9
月
一
目
（
h
）

9
月
5
目
（
水
）

登
録
資
格
ロ
ー
毎
に
虫
日
高

漁
某
を
営
み
、
又
は
水
産
動

物
の
採
捕
も
し
く
は
繁
殖
に

略
す
る
人
な
ど
で
、
昭
和
茄

12

獅
U
目
ま
で
に
生
ま
れ
た

す施養生匡1林L‘〆：，莞の7た持皮
　　　　　　　　　ユド　
讐啓明熾・i瑠1畷雛

履縫懲懲離掛欝
目診）病病院都●内12がん受

1獅：矯1擁擁
受で実療ll∫町小夢1し関で＼しお

　
生
き
が
い
づ
く
り
を
応

　
博
し
ま
す

市
で
は
、
高
齢
者
に
学
習
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
剣
作
活

　
心

高
齢
者
生
き
が
い
講
座
の
開
催

診
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す
．
．
な
お
、
検
診
日
は
各
．
医
療

機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
お
近
く
の
保

健
所
に
お
順
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
．

　日向市歴史遺産・文化遺産フォーラムを開催

　　21世紀は自然遺産・文化遺産が地域振興の資源！

　　眼下の宝石を野方は発見することができますか？

　　　　　　　ぜひご参加ください，
◇日時＝8月31日（金）～9月1日（土）

◇会場＝日Ir1」勤　　r7福111．センウ　　［II’U’・f．・！　1」1’・1「1fノ、　r［PJり≒・｛ン，IEI58

2254　工君工，gs2．5：｝．rj1玉66，

【プログラム】◎8月31日（金〉【受　　付】IJ：似｝、【：〔U〕【関月行事】

1＝；：15、1　；il【墨網講演】　1：；＝35、15：00謡師膚r帽愛r・1〔巧」之化

［1ケ研究町IIレ　嬉し11ケ保rr修復脇々セン9－1も演題　　疋化遺1・窪保護磁1たな展閲．

【見学会】15：lD、1一：m弟il、l　IIIII路　司111．1，・［山11、号lb域lll・史・姻L遺，．

ll闘1口21「1．1イi　2　Ll　駐［，孫　メ．ヤ1臣地域1詮1」」・眉ヒユ「トLIIIBI’卜1「仁建蚤也」べ．〆穿む．1第

3LJ　l路　IB聖海岸．判】1．1．卜↓．、1ゴサl　IIII【定員12名11イ｝3見、顯路rlけ聖

llh　Ii｛ト1島、ナ．マ．P．ll」♪IJ」［ll【定員12名】畑，1イ・良II糾11ト．・他噸路に振｝犀Fえろ覗1［

路ll’際あ1巧コ．入イ・II∫【情報交換会】　1－3【）、2i）＝30【分科会】9＝〔，〔〕、1

1漁〔｝会費6．D｛〕り円〔1｝卜11　・書1’1綴気換三こ〔「1担へ｝　9月1日（土）

【分科会】1イ｝1穿ll一で．歴史・気1ヒ遺1・♪馴1と111」　　捕2，拝斗会．歴史・畑ヒ

Fi・1）IIり11　第3ひ∫1｝セ．1是史・db以1・レ，保r1‘枝r骨‘【参加申込】氏名　II

Fill　Fi甲山　＝ILIr舌吊ll・ド、、＼吊｝1　κ　見1　1∫卜．｝会r81「：｝｝トL　9月Illの

1‘f芝1要1「rをli己ノ、し咽、」ムく｛；．ド．、＼ムr，I　III」ム、lrl’しピllll、　lll）ムず1ソ」‘よ8」115

1ぽて　◇問い合わせ＝〒889－1111日向市美々津町3432－1　日向

市美々津公民館内日向市伝統的建造物保存修理研究会事務局（担当・くろき　ひ

さとお君0982－58－1101碍Q982－58－0321）まで。

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
き
■
8
月
2
4
口
〔
金
〕

　
　
　
　
　
0
　
・
一
～
」
－
・
一

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
両
日
と
も
要
予

　
　
　
　
　
約
V

一
．
．
と
　
き
■
8
月
9
1
1
〔
木
｝

　
　
　
　
　
一
　
．
　
一
　
　
　
一
∂
　
　
　
一

　
　
　
　
　
一
　
　
　
其
～
　
　
・
　
．
　
X

　
と
こ
ろ
■
社
会
福
祉
協
議
会

　
申
込
先
■
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
倉
5
2
　
1
0
1
0

◎
と
　
き
■
8
q
2
日
〔
木
｝

　
　
　
　
　
一
　
．
　
0
　
　
　
一
」
　
．
　
0

　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
一
　
～
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
と
こ
ろ
■
隊
少
年
ホ
ー
ム

　
申
込
先
■
市
民
課

　
　
　
　
（
倉
内
線
2
－
3
9

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
き
圏
8
月
1
4
日
｛
火
〉

　
　
　
　
　
一
　
N
～
5
　
適

　
と
こ
ろ
■
占
少
年
ホ
ー
ム

◇
心
身
障
害
者
相
談

　
と
き
■
8
月
9
日
（
木
）

　
　
　
　
　
o
一
N
～
2
　
N

　
と
こ
ろ
■
身
体
障
害
苦
セ
ン

　
　
　
タ
雲
容
5
2
－
5
4
3
4

8
月
の
相
談

娼診・は・身元調査・断・閣・を推進・て
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一日
向
市
I
T
講
習
会
第
3
期
生
募
集

　
l
T
講
習
会
の
第
3
期

　
生
を
募
集
し
ま
す

　
今
回
募
集
す
る
の
は
、
日
向

市
i
T
講
習
（
宮
崎
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
）
第
3
期
と
な
る
9
月
、

m
月
、
口
月
分
の
受
講
生
で
す
．
、

申
込
等
に
つ
い
て
は
、
市
社
会

教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
、

◇
日
程
・
会
場
1
1
1
講
座
1
2
時

間
、
申
込
川
紙
の
目
程
表
の
中

か
ら
希
望
す
る
コ
ー
ス
が
選
べ

ま
す
．

◇
応
募
資
格
1
1
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
す
る
罰
歳
以
ヒ
の
人

◇
定
員
1
1
5
0
0
人

◇
受
講
内
容
1
ー
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
な
ど
人
門
程
度

◇
申
込
右
法
1
1
申
込
川
紙
に
添

付
の
は
が
き
か
官
製
は
が
き
に

必
．
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
8

月
6
口
（
月
）
～
8
月
1
5
日

（
水
）
ま
で
に
市
社
会
教
育
課

へ
郵
送
す
る
か
持
参
し
て
く
だ

さ
い
（
星
目
消
印
有
効
）
。
応

募
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。一詩

で
あ
ら
わ
す
心
の
風
景
作
品
募
集

　
わ
か
り
あ
う
心
・
自
立
す
る

　
心
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い

◇
応
募
内
容
門
「
わ
か
り
あ
う

心
」
「
つ
な
ぎ
合
う
心
」
「
自
ヴ

す
る
心
」
な
ど
に
沿
っ
た
内
容

を
短
く
詩
（
う
た
）
で
表
現
し

た
も
の
，

◇
応
募
規
定
1
1
．
愛
俳
句
（
5
・

7
・
5
）
、
短
歌
（
5
・
7
・

5
・
7
・
7
）
、
．
行
詩
〔
調
字

以
内
〕
で
自
由
に
表
現
し
、
は

が
き
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
．
、
は

が
き
1
枚
に
つ
き
1
占
…
と
し
ま

す
。
．
2
F
月
作
の
も
の
で
、
未
発

ヒ
衣
の
も
の
に
限
り
ま
す
、
．
3
∴
1
一

製
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
な
ど
必
要

事
項
を
明
記
の
L
、
郵
送
ま
た

は
持
参
く
だ
さ
い
，
4
．
人
何

点
で
も
応
募
で
き
ま
す
、
．

◇
応
募
資
格
1
1
宮
崎
県
内
に
在

、．

q
．
）
　
＼

f
σ
ノ

◇
応
募
締
切
”
8
月
3
日
｛
金

必
着

◇
表
彰
1
1
L
位
－
席
、
ヒ
位
2

席
、
上
位
3
席
（
そ
れ
ぞ
れ
賞

状
お
よ
び
図
腫
日
券
を
贈
口
E
）

◇
そ
の
他
1
1
投
票
で
人
選
者
を

決
定
し
、
人
賞
者
に
票
を
投
じ

た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
に

記
念
品
を
進
U
h
し
ま
す
。

◇
発
表
闘
H
月
L
旬
に
被
表
彰

者
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
”
〒
8
8
3
1

0
0
4
1
1
1
向
市
北
町
2
…
1

6
日
向
保
健
所
此
程
4
1
回
宮
崎

県
保
健
福
祉
大
会
事
務
局
（
費

0
9
8
2
．
．
．
5
2
…
5
1
0
1

平成13年度宮崎県職員採用試験（短大卒・高卒程度・看護

婦（士）・警察官（女性）・警察官B採用共同試験案内

◇受付期間；8月1011〔金｝～9月3日目D

◇第1次試験＝1（1月71川D

◇第1次試験地；宮崎rlf・都城rl∫・延岡11∫・H南「1f

※いずれも郵送による串込は、9月3日目月）までの消印のある

ものに限り受け付けます。

◎宮崎県職員採用試験（短期大学卒業程度・高等学

校卒業程度）及び宮崎県看護婦（士）採用試験

◇問い合わせ先＝〒880－08〔15宮崎［lf橘通東1－9一．　i

O宮崎県人賢委員会嘱務局〔倉0985－26－7259ぱで

◎警察官B採用共同試験及び警察冒（女性）採用試験

◇問い合わせ先＝　〒880－8509宮崎lh旭【　8－28

宮崎県警察仁部警f菩課（君｛｝120－032－314》、また

は． ｧ880一〔〕805宮崎市橘通東1－9－1（1宮lll奇県人賢

委員会賢務局（容0985－26　72591．まで

町
0
9
8
2
　
5
2
　
5
1
0

4
）
ま
で
、

部
2
土
ッ
セ
イ
の
部

◇
応
募
資
格
H
県
内
在
住
の
人

（
フ
ロ
・
ア
マ
を
問
い
ま
せ

ん
）
．
、

※
た
だ
し
、
エ
ッ
セ
イ
は
廿
歳

以
ヒ
の
人
を
対
象
と
し
ま
す
．
．

◇
応
募
締
切
“
平
成
B
年
9
月

14

冝
i
金
）

◇
表
彰
等
1
1
最
優
秀
賞
各
1
人

（
賞
状
及
び
賞
金
m
万
円
）
、
優

秀
賞
各
3
人
（
賞
状
及
び
賞
金

3
万
円
）
、
佳
作
各
5
人
（
賞

状
及
び
賞
金
－
万
円
）

※
入
賞
者
が
高
等
学
校
在
学
以

下
の
児
童
又
は
生
徒
の
場
ム
ロ

は
、
賞
金
相
当
額
の
図
書
券
と

　
、
画

し
ま
す
。

◇
発
表
1
1
入
賞
者
に
つ
い
て
の

み
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

◇
応
募
・
問
い
合
わ
せ
1
1
〒
8

8
0
　
8
5
0
1
　
門
崎
行
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
武
目

通
東
2
　
m
　
1
宮
崎
県
庁
児

竜
家
庭
課
「
夢
ふ
く
ら
む
．
r
育

て
」
推
進
事
業
作
品
募
集
係

　〆

）
倉
0

9

8

5

26

7

0

5

④

夢
ふ
く
ら
む
子
育
て
写
真
・
エ
ッ
セ
イ
募
集

　
子
育
て
の
す
ば
ら
し
さ

　
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い

　
「
結
婚
」
や
フ
r
育
て
」
が

夢
や
希
望
に
あ
ふ
れ
、
と
て
も

す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
写
真

や
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。　

み
な
さ
ん
の
素
敵
な
作
品
を

応
募
し
て
く
だ
さ
い
．
．

◇
募
集
作
品
部
門
1
1
愚
写
真
の

一日
向
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

　
あ
な
た
の
花
壇
を
応
募

　
し
て
く
だ
さ
い
．

　
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お

り
日
向
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
い
ま
す
．
．
市
民
の
み
な
さ
ん

の
白
蟻
の
花
壇
を
応
募
し
て
く

だ
さ
い
．
．

◇
対
象
1
1
」
．
般
家
庭
部
門
、

2
唯
業
所
・
団
体
部
門
、
㍉
自

治
公
民
館
部
門
、
【
↓
学
校
部
門

◇
応
募
右
法
1
1
所
定
の
応
募
川

紙
に
植
栽
状
況
写
肖
バ
を
添
付
の

う
え
、
1
1
向
市
日
の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
市

都
市
計
画
課
内
）
へ
9
月
2
8
H

（
金
）
ま
で
に
、
提
出
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
表
彰
1
1
各
部
門
ご
と
に
最
優

秀
賞
－
点
、
優
秀
賞
5
点
に
賞

状
と
賞
金
を
贈
口
E
し
ま
す
．
．

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
花
の
ま
ち

■市政に関するニュース・行事等は市政テレホンサービス（倉52－2000）へ

「
，おしらせ・ぼしゅう

1つ
2　く

　　　り

　　推

　　進

　　至

容
内

線
2

6

一海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安
学
校

　
平
成
1
4
年
度
入
学
生
を

　
募
集
し
ま
す

◎
試
験
日
程
・
試
験
種
目

《
大
学
校
学
生
》

◇
受
付
期
間
1
1
8
月
陶
目
（
木
）

～
9
月
1
1
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
ラ
コ
ヨ
ノ

◇
第
1
次
試
験
1
1
K
1
2
日

（
上
V
1
3
時
4
5
分
置
ロ
時
、
m

月
2
8
日
（
日
）
9
時
馬
刀
～
1
7

時◇
第
1
次
試
験
合
格
発
表
日
1
1

12

獅
P
2
1
1
（
水
）

《
学
校
学
生
》

◇
受
付
期
間
“
7
月
蜀
日
（
木
）

　
　
　
の
日
興
願
ン
黙

　
　
　
爆
念
者
を
レ
　
、

　
　
　
　
　
　
　
孟
　
　
　
ま

原爆犠牲者に黙とうを「

～
8
月
9
日
（
木
V

◇
第
1
次
試
験
”
9
月
義
目

（
日
）
9
時
1
5
分
～

◇
第
1
次
試
験
合
格
発
表
日
1
1

箇
月
m
日
（
水
）

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
細
島
海
L

保
安
署
（
盈
5
2
　
8
6
9
5

㎜
”
5
2
－
8
6
9
5
）

一二
4
回
み
や
ざ
き
文
学
作
品
募
集

　
応
募
し
ま
せ
ん
か

　
県
内
の
優
れ
た
文
芸
作
品
を

広
く
公
募
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
県
の
文
学
活
動
の
充
実
を
図

り
、
文
化
の
振
興
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
作
品
を
募
集
し
ま

す
．
、◇

応
募
資
格
”
県
内
在
住
者

　
県
内
の
学
校
、
企
業
、
団
体

等
に
在
学
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人
を
含
み
ま
す
．
職
業
作
家

は
除
き
ま
す
．
．

◇
応
募
先
1
1
一
T
8
8
0
　
8
0

4
宮
崎
市
宮
川
町
B
爵
田
口
ヴ
宮

崎
県
庁
北
別
館
1
階
（
財
）
宮

崎
県
芸
術
文
化
協
会
「
み
や
ざ

き
文
学
賞
」
係

◇
受
付
期
間
1
1
8
月
l
H
（
水
）

～
8
月
訓
日
（
金
）
－
郵
送
は

8
月
制
1
1
の
消
印
の
あ
る
も
の

は
有
効
．
、
．
2
一
持
参
．
は
同
日
午
後

5
時
ま
で

◇
作
ロ
o
o
1
1
工
小
説
部
門
（
1
編

原
稿
用
紙
4
0
枚
程
度
）
、
2
随

筆
部
門
（
1
編
原
稿
用
紙
5
枚

程
度
）
、
呂
．
詩
部
門
（
2
編
以

内
－
編
原
稿
用
紙
1
～
3
枚
程

　　8月611は嵯く島、9日目｝乏山奇の「舷1〔爆の

　日」ですつまた、8月15目は．、終戦記念日

です。市はこれらの目において、死没目黒

　び戦没者の冥福と世界恒久平和の実現を願

って、次の時間帯に1分間の臨時サイレン

の吹鴫を行います。市民のみなさんは、黙

　とうのご協力をお願いします。

◇8月6日（日）＝午前8時15分から1分間

◇8月9日（水）＝1「前11時2分から1分間

◇8月15日（火）＝【E午から1分間

　　また市は、「広島長崎原爆写真パネル展」

　を次の口程で開きますので、ご覧ください．
◇8月　1日（水｝～13日（月）＝liflP央公民館

；◇8月14日（火｝～21日（火）＝市庁舎1階ロ

iピー

L＿τ「　．　　　　　　　　　一．．一．．．一；－τ．．一　　　　　　．一．一

「福祉の仕事フェア2001～看護職・

介護購合同求人面接会」を開催します！

　
D

度
）
、
4
．
短
．
歌
5
首
（
題
を
つ

け
る
こ
と
∀
、
5
短
歌
5
句

（
題
を
つ
け
る
こ
と
∀
、
6
矩
、
歌

5
句
（
題
を
つ
け
る
こ
と
）

　
1
部
門
に
限
ら
ず
2
部
門
川

し
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

◇
題
材
・
内
容
一
1
自
由
で
す
。

一県
立
中
部
高
等
技
術
専
門
学
校

　
平
成
1
4
年
度
の
入
校
生

　
を
募
集
し
ま
す

　
一
．
卜
し
五
h
r
躍
巾
Y
瑠
仁
r
芝
障
円
亨
－
％
・
r

　
μ
！
　
、
　
1
　
・
’
一
　
匹
睡
〃
　
．
｝
〆
ρ
匠
－
r
、
’

佼
で
は
．
平
成
1
4
年
度
の
入
校
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
．
．

◇
科
名
及
び
募
集
人
員
1
1
丁
地

．
r
機
器
科
（
　
＼
っ
一
コ
口
、
2
電
気

設
備
科
（
鉤
人
）
、
．
3
・
建
築
技

術
科
（
蜀
人
∀

　看護・介護職関係業務へ就職を希望する

人を対象に、県内の病院・施設が50か所

ほど集まり合同求人面接会を開きます。ま

た、介護の実演・体験等も行います。申し

込みは不要ですので興味のある人はどなた

でもお越しください。

◇開催場所；シーガイアサミットホール

◇日時＝9月18口（火）午前10時～午

後3時まで

◇参加費＝無料

◇問い合わせ；ハローワーク日向（H向公

共職業安定所麿52－413D

◇
応
募
資
格
1
1
高
校
卒
業
（
程

度
）
κ
以
ヒ
（
．
半
成
1
4
年
3
月

卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
「

◇
訓
練
期
間
1
1
1
年
間
（
ヴ
成

1
4
年
4
月
～
．
半
成
1
5
年
3
月
）

◇
願
書
受
付
1
1
弔
成
B
年
9
月

3
日
（
月
）
～
平
成
B
年
m
月
別

1
1
（
杢
ま
で
。

◇
選
考
試
験
日
1
1
弔
成
B
年
H

月
9
日
（
金
）

◇
選
考
右
法
1
1
筆
記
試
験
（
国

語
・
数
学
）
適
性
検
査
、
面
接

◇
合
格
発
表
1
1
1
1
月
田
H
（
金
）

◇
問
い
合
わ
せ
・
目
し
込
み
1
1

〒
8
8
4
　
0
0
0
3
高
鍋
町

大
字
南
高
鍋
1
7
7
0
県
」
粧
中

部
高
等
技
術
厚
門
学
校
（
容
0

9
8
3
　
照
　
0
5
2
3
）
ま

で
、

　　　　世界ベテランズ陸上競技選手権大会

宮崎大会記怠第8回陸上競技大会の参加者募集

◇期日＝10月21日｛日1午前9時開会式、◇会場＝県総合運動公園第一

陸上競技場◇競妓種目＝100、200、400、800、1500、

5000m、3000m競歩、走幅跳、走高跳、3段跳、砲丸投、円

盤投、やり投、男女年齢クラス別4×100mリレー◇参加料＝1種

目2000円、2種目3000円、3種目40〔｝0円、リレー10〔｝

0円◇申込締切＝9月14日1金◇申し込み＝所定の中込書に必要事項

を記入し、参加料を同封して宮崎マスターズ陸上競技連盟事鍋　前

田和夫1〒880－0908宮崎市谷川2－2－3Dさんへ、◇問い

合わせ＝前川和夫β0985－51－6756〕さん、スポーツ指導セ

ンター川井田和人口0985－58－00961さんへ，
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H高幸チちゃん

善三郎・恵子伊謝

儀乳幼児健診
■3か月児健診＝日時／8月1011（金｝、241h金［、

対象．ムF成13年5月生まれ

■7か月児健診＝日時／8月【71h金1、対象／LF

成】3年［月生まれ

■1歳児健康相談＝日時／8月7目｛火｝、対象／

覧F成12f卜7月生まれ

■1歳6か月児健診＝日時／8月g日【木｝、対
象／ムi勺戎12年11」ノ巨ま才t

■3歳児健診一日時／8月3日｛斜、対象．ムF成

10年1月生まれ

※受付時間は、3か月児・7か月児／午後1時～

1時30分、1歳6か月児・3歳児／午後1時～2

時、1歳児／午前9時30分～1（〕時です．母召建康

手帳を忘れずに、市民健康管理センターへ，

黙すくすく教室
◇日時＝8月28日〔火ド「後2時～午後3時3〔巧ナ

◇対象＝生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん

◇内容；丁栄養i：との離乳食作り・試食、2体重

測定・身長測定、③赤ちゃんの健康相談、④ママ

やパパ同1：の交流会など。

江藤愛商ちゃん
健一・弥栄子（鶴町）

◇会場＝市民健康管理センター

◇持参するもの；母」㌃健康手帳

※チ約・参加料は、必要ありません，

qlしすくすく教室OB

児K有加ちゃん
得一郎・政子（本谷）

　市は、生後6か月以降の乳幼児と保護κワ）仲間

づくりの場所として、市民健康管理センターを開

放しています。　　　　　　　　　　　　　　　1ぺ

◇日時＝毎週火曜日午後211与～3時30分

◇対象一生後6か月以降の乳幼児と保護者

◇内容＝1「臼｛的な交流目

論パパママ教室

q恥8月の休日在宅医

　◇日時＝8月26日dD、9月911dD．午前10時～12時

　◇対象；出産を迎えるパパとママ

　◇内容＝赤ちゃんのおふろの入れ方、妊娠疑似体

　験、妊娠中の歯の管理（歯科医師・歯科衛生L）、

’　パパとママのための栄養の知識など、

　◇会場一市民健康管理センター

　◇申込方法＝開催目の1週間前までに氏名、連絡

　先を市民健康管理センター（智内線2184）ま

　でご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

※事前にテレホンサービス

　　　（含53－1214）で確認を1

日中病院（産婦・泌尿實57－1011）　天生堂医院（内・整外・麻

酔・リハ容53－8910）こどもクリニックたしろ（小児倉56－1515）

武冨医院（皮852－5522）　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　「臼［驕一一」．冊一＝一放　 ・　　　　君5　－7111）7

0田医院（産婦容52－2950）瀧井病院（内・精神歴52－2409）

親’の料理教室

5日

12日

19日

26日

二木医院（産・外・胃腸盈54－4468）協和病院（精神・神経麿54－2806）

吉田クリニッつ（内・循環君55－0770）

鮫島（整）医院（整外歴52－8191）吉森医院（内・胃腸・循環・呼吸歴52

－4046）医心内科（内容55－0157）

　市では親子の料理教室
を開きます。親子で楽
しく料理をしてみませ
んか。

　メニューはカルシウ
ムたっぷりのおさかな
バーグ、とうふとわか
めのスープ、ヨーグル
トパフェです。

q隔9月の休日在宅医

9月2日
古賀内科胃腸科（内・胃腸冠52－8118）　大久保医院（外・胃腸倉52一．

5338）白石医院（内・呼吸含63－1365）

◇参加費＝無料
◇問い合わせ＝市民健
康管理センター（實内
線2183）またはお
近くの食生活改善推進
員（ヘルスメイト）ま
で。
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酒井亮くん
康介・純子（北町）

陸

晒

，

高浦颯太くん
圭・由紀美（堀一方）

㌧

q幽し「転ばん体をつくろう教室」のこ案内

　　　転んで骨折することは、寝たきりになる人きな

　　原因のひとつです。市では、介護劉坊の事裳とし

　　て、高齢者ができる限り、介護状態におちいるこ

　　となく健康でいきいきとした生活を送れるよう

　　に、「転ばん体をつくろう教室」を実施します。

O◇対象者＝おおむね65歳以しの人で、転倒の経

　　験のある人、家に閉じこもりがちの人など．

　　　介護保険法による、要介護・要支援の人は、対

　　象になりません。

　　◇実施月＝二二13年811から．Lr成14fr　1月ま

　　で月1回（合計6［111＞で、実施日は、各会場で異

　　なります、

　　◇時間＝10：00～14：00

　　◇場所＝大字地区毎に1会場実施r定（講演会は

　　市民健康管理センター），，

　　◇内容＝

　　　【講演会】「介護i予防について」

　　　　つ転びにくい体になる体操

　　　　1：）転ばんための［夫いろいろ

　　　　つ骨や筋肉を落とさない食生活

　，　　◎骨や筋肉に無理がなく効果的なレクリエ
（

　　　　一ション

　　　　つ体力測定
　　　　◎健康と生活に関する」1聖礎調査

　　　　など。

　　　　※昼食は、ボランティアが準備します，

　　◇参加費＝無料です。

　　◇問い合せ＝市民健康管理センター

　　　　　　　　　　　　　　　（2五内糸泉2184）

q隔8月の献血日程

8日（水

17日（金

日ロ　　戸

ロックタウン日向
930～1600

10：00～16：00

29日（水旧向　役所

　　　日向養護学校

9：30～11：3σ

13：00～17：00．

」　　一　＝＝＝

テレホンサービス
　　奮53－5857

日向市保育協謹会

　　’

留
“

7／30（月）

@　～

W／5（日）

　児のこわがり（恐怖心）
iDこわがるのが普通
i2）大人の態度の反省

i3）こわがりの子の治し方

8／6（月）爬人の持ち物がよく見える
［

　　～8馳跳鼠騰篇の持ち物、．
8／12（Eヨ）　見える

8／13（月）似養不足による子どもの異常

　　　　（1）貧血　　～
　　　　（2）胃折
8／19（日）（3）便秘

8／20（月） 親の育児責任について考える

～
（1）親の育児責任とは

i2）親の願いと家庭教育
8／26（日）

（3）目標を決めて、心を育てる

8／27（月） 3歳児と運動あそび

～
（1）運動神経が鈍い

i2）友達と遊べない
9／2（日） （3）あきっぼくて困る

6月中の交通事故

人身事故　死　亡
　59件　　0人

（十20）　　（±0）

負傷者　物損事故
73人　　106件

十1　　　十

～止まって確認！無事故に挑戦～

世と論人の市向日 　
　雰

瑠
⑳

　
乞
十
十

　
　
　
　
十

　
コ
　
く
く
く
く

　
7㌦

鍛
輔

ハ
◎
（
◎
Ω
U
9
』

0
7
9
」
9

Q
）
7
1
1

5
2
3
2

口
　

数

　
男
女
帯

人
　

世

転入167人転出158人
出　生　　49人　　死　亡　　28人

面　積 117．43k㎡

」
87



ぢ
‘
尽
卑
9

‘
蔓

‘嫁
卒
⇒

睾
⇒
魯
脅
↓

　
　
》
脳

　
　
⇒
墨

鰭
‘
奪
冷
郵
卜
雪
山
肴
争

土
の
歴
史

　
ふ
る
さ
と
の
移
り
変
わ
り
を
ひ
も
解

い
て
い
く
と
、
白
鷺
と
人
間
の
驚
異
的

な
出
来
事
に
出
会
い
ま
す
。

　
亀
崎
と
幡
羅
の
問
の
入
り
江
を
埋
め

た
て
た
「
亀
崎
「
拓
埋
㍍
事
業
」
も
そ

の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

　
最
初
の
事
業
は
、
1
8
3
5
（
天
保

5
）
年
か
ら
1
8
4
5
（
天
保
1
5
）
年

に
か
け
て
富
高
陣
屋
の
代
官
臨
肌
谷
大
四

郎
正
義
（
し
お
や
だ
い
し
ろ
う
ま
さ
よ亀崎川を東西に結んで仔む綾米橋

シ
リ
ー
ズ
2
2

　
　
　
あ
や
め

　
　
　
酒
米
燃

し
）
が
手
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

長
さ
7
2
0
間
（
約
1
3
1
0
メ
ー
ト

ル
）
の
防
潮
提
と
詔
町
歩
（
約
認
ヘ
ク

タ
．
ル
）
の
開
田
が
行
わ
れ
た
よ
う
で

す
。　

と
く
に
、
代
官
も
4
代
に
お
よ
ぶ
幕

領
時
代
を
通
じ
て
の
大
事
業
で
あ
っ
た

と
富
島
町
史
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
貞
平
筆
」
「
清
κ
詰
開
」
「
亀
新
川
」

「
太
夫
開
」
「
六
太
夫
」
な
ど
当
時
の
開

墾
者
の
名
前
を
あ
て
た
多
数
の
地
名
が

残
さ
れ
て
い
る
の
も
大
き
な
成
果
を
ヒ

げ
た
名
残
り
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
込
を
防
潮
提
で
囲
ん
で

の
開
川
だ
っ
た
の
で
、
堤
防
は
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
の
大
波
に
必
ず
拒
ま
れ
て

失
敗
に
終
わ
る
難
所
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
、

別
府
や
大
阪
の
資
本
家
が
着
工
し
て
倒

産
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
難
所
に
立
ち
向
か
っ
た
の
が

「
綾
部
迎
洋
園
」
の
創
設
者
綾
部
市
太

さ
ん
で
し
た
。
こ
の
入
江
を
埋
め
立
て

て
大
耕
地
を
作
り
、
食
糧
増
産
に
務
め

る
ほ
か
、
将
来
の
工
場
誘
致
に
も
役
立

つ
と
い
う
発
想
に
燃
え
た
の
で
す
。

　
綾
部
さ
ん
は
、
門
川
町
の
友
人
米
良

で ｝

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

文
治
さ
ん
に
同
意
を
得
て
、
1
9
3
0

（
昭
和
5
）
年
5
月
に
県
へ
埋
立
て
申

請
し
、
1
9
3
7
（
昭
和
1
7
）
年
－
月

に
竣
工
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
水
田
2
6
町
－
反
余
（
約

器
・
ー
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
畑
地
1
1
町
5

反
余
（
約
1
1
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
耕

地
が
完
成
し
ま
し
た
。
人
江
を
一
画
と

し
た
1
5
0
0
メ
ー
ト
ル
の
大
堤
防

に
、
2
年
間
延
べ
1
7
万
人
の
人
夫
を
使

う
と
い
う
大
事
業
で
し
た
。

　
戦
後
は
県
ド
一
の
塩
川
地
と
し
て
活

用
さ
れ
、
現
在
で
は
、
細
島
臨
海
工
業

地
帯
第
4
区
と
し
て
多
く
の
企
業
が
進

出
し
て
い
ま
す
。

　
綾
部
さ
ん
と
米
良
さ
ん
の
姓
を
合
わ

て
命
名
し
た
と
い
わ
れ
る
「
綾
米
橋
」

こ
そ
、
こ
の
「
亀
崎
．
「
拓
埋
凱
事
業
」

の
歴
史
を
背
負
う
た
だ
．
つ
の
貴
重
な

記
念
碑
な
の
で
す
。

　
亀
崎
川
河
口
を
東
西
に
結
ぶ
「
綾
米
」

橋
は
、
今
、
誰
も
通
ら
な
い
古
い
橋
と

し
て
、
ひ
っ
そ
り
と
停
ん
で
い
ま
す
。

（
参
考
文
献
・
富
島
町
史
・
日
向
の
開
拓
史
）

　
市
詰
牢
さ
ん
室
（
君
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

’ 、

一五国
　田目上

ρ「k三∂

菊
乙

輪
－

　
例
年
よ
り
6
日
遅
れ
の
梅
雨

明
け
宣
．
き
肖
。
い
よ
い
よ
本
格
的

な
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

ほ
ん
と
に
H
者
い
で
す
。
い
ま
、

市
役
所
の
廊
ド
に
は
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
た
め
軽
装
を
励
行
し

て
い
ま
す
」
と
、
張
り
紙
が
し

て
あ
り
ま
す
。
冷
房
の
紘
か
な

い
と
き
、
夏
の
編
集
作
業
は
、

短
パ
ン
と
T
シ
ャ
ツ
に
限
り
ま

す
。
「
こ
れ
も
地
球
温
暖
化
防

止
に
一
役
買
っ
て
い
る
ん
だ

な
」
と
独
り
納
得
す
る
私
。

　
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、
避

暑
に
は
海
や
川
で
の
水
遊
び
が

一
番
。
で
も
、
水
難
事
故
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
K
》

広報ひゆう渉
　　　　平成13年8月号

■編集／日向市役所総務課
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　　含0982－52－2111
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